
１．趣旨

　ＰＤＣＡサイクルの４つの視点を政策実行・検証の過程に取り込むことにより、継続的な改善を推進する進捗管理

をとり、今後の施策や事業の改善に活用するとともに、外部評価組織による評価を行うことで外部の目を確保しなが

ら、客観的に基本目標や重要業績評価指標の進捗状況の把握を行います。

２．住民基本台帳による人口動態 基準日：1月1日

総人口

前年比増減  (c) + （f）+（i）

３．進捗状況等の概要

（１）各基本目標における数値目標の達成状況

R2 R3 R4 R5 R6 R7 合計

8人 5人 4人 8人 - - 25人

R2 R3 R4 R5 R6 R7 合計

6世帯 10世帯 13世帯 5世帯 - - 34世帯

R2 R3 R4 R5 R6 R7 -

1,632人 1,559人 1,473人 1,386人 - - -

R2 R3 R4 R5 R6 R7 合計

1箇所 0箇所 0箇所 0箇所 - - 1箇所

（２）各基本目標ごとの重要業績評価指標（ＫＰＩ）達成状況

達成済 未達成 達成済 未達成 未達成 達成済 未達成

0項目 8項目 0項目 8項目 8項目 0項目 8項目

0項目 4項目 0項目 4項目 4項目 1項目 3項目

0項目 5項目 0項目 5項目 5項目 0項目 5項目

0項目 2項目 0項目 2項目 2項目 0項目 2項目

令和２年度 令和４年度

0項目

基本目標Ⅰ

地域コミュニティ組織の確立

達成済

0項目

0項目

53

286

△ 233

285

3

　基本目標Ⅱ　香美町への新しい人の流れをつくる

　基本目標Ⅲ　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

　基本目標Ⅳ　豊かな暮らしを守り、周辺地域と連携する

香美町総合戦略の評価・検証について

496

△ 211

458

△ 141

42

299

△ 257

343

455

△ 112

65

348

△ 283

△ 223

5

転入者数  (d)

令和５年度

0項目

新規就労者数　６年間（２０２０年度-２０２５年度の累計）で７０人

基本目標Ⅱ

基本目標Ⅲ

基本目標Ⅳ

令和３年度

若い世帯の新たな移住　６年間（２０２０年度-２０２５年度の累計）で９０世帯

年少人口（０歳～１４歳）　２０２５（Ｒ７）年度に１,６５０人を維持

（令和6年度）

15,657

その他
増減

その他増  (g) 2 3 5

その他減  (h) 4 7 3

増減  (i) = (g) - (h) △ 2 △ 4 2

△ 446 △ 428 △ 367

317

転出者数  (e)

増減  (f) = (d) - (e)

社会増減

令和6年

出生者数  (a)

令和5年令和3年

死亡者数  (b)

16,024

490

　基本目標Ⅰ　香美町における安定した就労の場を創出する

増減  (c) = (a) - (b)

16,898

△ 445

61

285

△ 224

267

16,452

令和4年

自然増減

2
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（３）各基本目標における成果指標の達成状況

　基本目標Ⅱ　香美町への新しい人の流れをつくる

４．令和５年度における各基本目標ごとの事業実施状況及び実績、効果

　「令和５年度総合戦略事業評価・検証シート」のとおり。

43.6%

80.0%

0.0%

81.7%

0件

令和２年度からの
累積

1件

0件

達成状況

48人

―

4人

香美町で子育てをしたいと思う親の割合

23.0％

0事業所

18.8％

36組

ＫＰＩ

[R7年度]

[6年間の累計]

ワーク・ライフ・バランス推進企業認定数

子どものいる世帯のうち、第3子以上を養
育する世帯の割合

6人

110人

45組

―

―

0事業所

　基本目標Ⅳ　豊かな暮らしを守り、周辺地域と連携する

令和５年度末
実績

空き家利活用件数

U・Iターン就職者数

地域おこし協力隊の定住、起業件数

婚姻数

達成状況

16.7%

令和２年度からの
累積

94.9％95.0％

76件

0人

6箇所

令和５年度末
実績

0箇所

0人

0人

　基本目標Ⅲ　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

ＫＰＩ

10事業所

99.9%

84件

60人

―

―

令和２年度からの
累積

―

ＫＰＩ

9件

85.6%

73.3%

40.00％

33.3%

45人

70.0㏊

　基本目標Ⅰ　香美町における安定した就労の場を創出する

12件

12件

15組織

40人

[R7年度]

起業・創業支援件数 2件

15組織

[R7年度]

59.9㏊

11組織

数値目標

農地中間管理事業取扱面積

88.9%

75.0%

―

―

10件 83.3%

54.2%

令和２年度からの
累積

達成状況

66.7%

達成状況

―

90.5%

0.0%

3件

89.5万人

25.9万人

―

―

―

60.8%

[6年間の累計]

[6年間の累計]

[R7年度]

[R7年度]

令和５年度末
実績

―5組織実質化したプラン

上記モデル地区内の集落

数値目標

新しい地域コミュニティ組織数

集落点検・集落計画策定件数

数値目標

出生数

認定農業者数

「ものづくり」6次産業化取扱件数

観光客入込数

ＫＰＩ

集落営農組織数

[R7年度]

[R7年度]

[R7年度]

165.0万人

42.6万人　うち宿泊者数

数値目標

人口増減数に対する社会増減数が占める
割合

令和５年度末
実績

29.97％[R7年度]

[R7年度]

[R7年度]

[6年間の累計]

[R7年度]

[R7年度]

[6年間の累計]

20件
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５．外部評価組織（香美町総合計画審議会）における評価

（１）外部評価組織における評価内容

（２）外部評価組織における評価に対する所見等（一部を抜粋）

基本目標Ⅱ　香美町への新しい人の流れをつくる

基本目標Ⅲ　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

基本目標Ⅳ　豊かな暮らしを守り、周辺地域と連携する

基本目標Ⅳ C

基本目標Ⅰ　香美町における安定した雇用を創出する

各取組内容の実績等が数値目標及びＫＰＩの達成に
対してあまり効果をあげられていない。次年度にお
ける取り組みに期待する。

・新規就労者数について、各団体を通じてリサーチするなど、正確な人数を把握しないと、施策の方向性が誤ってしまう
　ことになる。
・観光入込客数の把握について、水道メーターからの推計ではなく、観光協会等と連携し、実際の宿泊者数を把握するよ
　う検討されてはどうか。
・農家の高齢化や継承者不足は本当に深刻な状況だと感じる。農家を支援する体制、伴走する組織を強固にする必要があ
　る。
・各団体との密な話合いを行うことにより、問題点を探りつつ戦略を考えるべきである。
・悪天候での体験型観光商品は今後の課題である。

・空き家バンクの取引事例を見ると、ある程度の経済効果はあると感じるが、今後の施策強化にあたっては、官民連携な
　どの取組が必要であると感じる。
・移住定住施策の啓発や広報が不十分である。
・転出を防ぐための産業の誘致が必要である。

・ジェンダーギャップの問題は、女性が地元に定着することを阻害する要因である。
・子育て施策は、かなり充実してきており評価できるが、それでも人口流出に歯止めがかからない要因に踏み込む必要が
　ある。
・子育て支援施策は充実しているが、満足感をもっている子育てをしている町民の声をネット等で宣伝するなど町民を巻
　き込んだ取組も考えられる。
・産婦人科がないことによる分析も必要である。

・新しい地域コミュニティの設立が目標ではなく、地域課題を住民自らが主体的に考え行動するという本来の意図を住民
　に理解していただくことが重要である。
・地域住民の主体性を重視して、地域住民が動き出された時に支援をすればよいのではないか。
・公共交通や買い物支援などの成功事例の視察研修も必要と感じる。
・高齢化が進んでいく中で、関係団体との意見交換を図りながら、問題点を洗い出すことが第一歩かと思う。

各取組内容の実績等が数値目標及びＫＰＩの達成に
対してある程度効果をあげているものの、全体的な
取組状況や成果に不満を感じる。

総合評価

基本目標Ⅰ B
基本目標Ⅱ B
基本目標Ⅲ B
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【参考資料】香美町の人口動態
１．人口ビジョンで掲げる人口の将来展望

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

平成27年 令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年

18,252 17,180 16,148 15,201 14,316 13,540 12,811

２．国立社会保障人口問題研究所による将来人口推計

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

平成27年 令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年

18,122 16,689 15,292 13,792 12,721 11,537 10,388

18,070 16,412 14,803 13,282 11,813 10,423 9,077

３．人口ビジョンで掲げる将来展望人口の「2020年から2025年の人口の差」を各年度に按分した場合の各年の推移

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

17,180 16,974 16,768 16,562 16,356 16,148

４．国立社会保障人口問題研究所による将来人口推計の「2020年から2025年の人口の差」を各年度に按分した場合の推計人口

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

16,689 16,410 16,131 15,852 15,573 15,292

16,412 16,090 15,768 15,446 15,124 14,803

５．人口の推移

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

平成31年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

17,845 17,338 16,898 16,452 16,024 15,657 基準日：1月1日

16,515 16,057 15,753 15,311 14,913 14,544 基準日：4月1日

※　国勢調査（Ｈ27.10）を基礎とし、毎月県が集計している住民基本台帳法に基づく当該月間の移動数を集計したもの

６．住民基本台帳による人口動態（外国人含む）（毎年1月1日～12月31日までの異動状況）

2018.1.1 2019.1.1 2020.1.1 2021.1.1 2022.1.1 2023.1.1 2024.1.1

（H30.1.1） （H31.1.1） （R2.1.1） （R3.1.1） （R4.1.1） （R5.1.1） （R6.1.1）

H29年の動態 H30年の動態 R1年の動態 R2年の動態 R3年の動態 R4年の動態 R5年の動態

18,176 17,845 17,338 16,898 16,452 16,024 15,657

49.3% 43.8% 49.9% 49.7% 47.8% 33.9% 30.0%

前年比増減 △ 458 △ 331 △ 503 △ 445 △ 446 △ 428 △ 367

社会増減 △ 226 △ 145 △ 251 △ 223 △ 211 △ 141 △ 112

転入計 306 328 287 267 285 317 343

国内転入者数 276 298 250 247 280 266 283

国外転入者数 30 30 37 20 5 51 60

転出計 532 473 538 490 496 458 455

国内転出者数 516 445 509 468 466 429 423

国外転出者数 16 28 29 22 30 29 32

自然増減 △ 223 △ 171 △ 246 △ 224 △ 233 △ 283 △ 257

85 103 73 61 53 65 42

308 274 319 285 286 348 299

その他増減　※ △ 9 △ 15 △ 6 2 △ 2 △ 4 2

6 5 6 5 2 3 5

15 20 12 3 4 7 3

※ 外国人登録や転出取り消し、職権による消除など

出生者数

死亡者数

その他増

その他減

人口増減に対する社
会増減が占める割合

備　考

住民基本台帳人口

県推計人口※

基準日

項目

人口

2018年推計人口

将来人口

2013年推計人口

2018年推計人口

将来人口

2013年推計人口
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